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第１学年　算数科学習指導案
２組　計28人（男子13人，女子15人）

指導者　　林　　　えりか　

１　単　　　元　　ひきざん⑵

２　単元の目標

　半具体物の操作，図，式などと対応させて繰り下がりのある場合の減法の計算の仕方を考えようと

し，その計算が確実にできる。また，生活の中から減法が用いられる場面について考え，進んで式に

表そうとしたり，式から減法の問題づくりをしたりすることができる。

３　単元の評価規準

算数への
関心・意欲・態度

数学的な考え方
数量や図形についての

技能
数量や図形についての

知識・理解

　生活の中から減法が
用いられる場面につい
て考え，進んで式に表
そうとしたり，減法の
問題づくりをしたりし
ようとしている。

　既習の減法の考えを
使ったり，ブロックの
操作などを行ったりし
て，繰り下がりのある
場合の計算の仕方を考
えることができている。

　減法の場面を式で表
し，（十何）−（１位数）
の減法で繰り下がりの
ある計算ができる。

　（十何）−（１位数）
の減法で，繰り下がり
のある計算の意味や計
算の仕方を理解してい
る。

４　単元について

　⑴　単元の位置とねらい

　これまでに子どもたちは，身の回りにある様々なものの個数を数えたり，具体物を半具体物に置

き換えて数えたりする活動を通して，60までの数について，その大きさや順序，構成，読み書きに

ついて理解してきている。また，20までの数については，加法・減法の基礎となる合成や分解を通

して，一つの数をほかの数との和や差として見るなど，数についての感覚を豊かにしてきている。

さらに，１位数の減法については，減法が用いられる場面やその意味について理解し，問題場面を

式で表したり，問題づくりを通して式を読んだりすることができるようになってきている。

　これらを基に本単元の学習では，「思考活動」に必要な視点である「数量は，全体と部分で考える。」

に着目しながら，繰り下がりのある減法の計算方法を考えていく。被減数や減数に着目し，被減数

を部分と部分に分解する減加法や減数を部分と部分に分解する減々法などの計算方法を考えること

ができたり，数の集まりを分類整理して，数えやすいという十進位取り記数法のよさに触れたりす

ることができるようにする。また，求補や求差の問題場面でも，これらの考えに着目することで，

計算の意味を容易に理解することができるものと考える。さらに，問題づくりを通して，式を読み

取るようにすることで，減法の意味理解が深まるものと考える。

　この学習で培われた一つの数をほかの数との和や差としてみる見方は，第２学年で学習する加法

と減法の相互関係について理解する学習につながっていくと考える。

　⑵　本単元を構成する学習内容と「見方・考え」

第１学年「いくつといくつ」 第１学年「10までのかず」

　一つの数を合成や分解を通して，数を構

成的にみることができる。

　（十何）−（１位数）の減法で，繰り下がりのある計算の仕方を考え，また，その計算の意

味や仕方を理解し，用いることができる。

　数を合成・分解する見方・考え　　　　１対１の対応を付ける見方・考え

⒜　数量や図形は，全体と部分で考える。

　ものの個数を比べようとするとき，１対

１の対応を付けることで，個数の大小や相

等が判断できる。

第１学年「ひきざん⑵」
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　⑶　子どもの実態（調査日　平成24年９月18日　調査人数　27人）

　　　本単元の内容に関わる子どもの実態については以下のとおりである。（数字は人数）

【調査①】□にあてはまるかずをかきましょう。

　　①　12は，10と□。（26）　②10と４で，□。（26）　③10と□で，19。（26）

【調査②】つぎのけいさんをしましょう。

　　ア　７−２（26）　　イ　６−４（27）　　ウ　８−５（26）　エ　10−６（25）

　　オ　10−７（26）　カ　10−５（26）　キ　８−０（26）　ク　７−７（26）

　　ケ　０−０（26）

【調査③】ブロック操作，立式（求残）

　　おりがみが９まいあります。５まいつかいました。なんまいのこっているでしょうか。

　　ブロック操作（26）　立式（26）

【調査④】図，立式（求差）

　　いぬとねこでは，どちらがなんびきおおいでしょうか。

　　図（25）　立式（26）　　（絵を提示）

【調査⑤】図，立式（求補）

　　りすが７ひきいます。おすは３びきです。めすは，なんびきでしょうか。

　　図（21）立式（23）

　本学級の子どもたちは，【調査①】から，ほとんどの子どもが20までの数についての合成や分解

について理解している。また，【調査②】から，ほとんどの子どもが，10以下の数についての減法

の計算もできる。さらに，【調査③・④】から，求残，求差の問題場面を理解し，ブロック操作や

図，式で表すことができる。しかし，【調査⑤】から，求補の問題場面については，立式はできるが，

図に表現することができない子どももいる。

５　指導に当たって（研究との関連）

　【「思考活動」を促す学習指導】

○　本単元における「思考活動」の視点である「数量は，全体と部分で考える。」を教師と子どもが

共有することで，子どもが見通しをもつ場面や考察する場面で自分の考えをもつことができるよう

にする。

○　授業の始めに，数を分解・合成する見方・考えに関わる「図と式をつなぐフラッシュ型教材」を

提示することで，数の感覚をより豊かにすることができるようにする。

　【評価資料を生かした評価と指導】

○　評価資料を基に子どもの考えを見取り，考えをもつことができていない子どもへは，既習内容を

想起できるような「どうして10のまとまりに分けたのかな。」「どこを分けるといいのかな。」など

の言葉掛けを行うことで，一人一人が自分の考えをもつことができるようにする。

　【評価するための手立ての具体化】

○　課題解決の際，自分の考えを操作や図，式を用いて表現することで，子どもが自分の考えを整理

したり，明確にしたりすることができるようにする。さらに，ペア学習で「表現する活動」を設定

することで，考え方のよさや誤りに気付き，自分の考えに自信をもつことができるようにする。

○　子どもがみんなの前で考えを発表する際，書画カメラを使って，ブロックを操作させたり発表シー

トにかかせたりしながら説明することができるようにする。また，分かりやすく説明するために図

や式，言葉を考えることで，自分の思考過程を表現することができるようにする。そうすることで，

説明を聞いている子どもは，思考過程を推測しながら，考えることができるようにする。

○　「高め合う」場では，ブロックや言葉，図で表現された考えを他の表現と比較したり，関連付け

たりすることで，10のまとまりとばらに分けて考えることのよさに気付き，減法の計算の仕方につ

いての理解を深めることができるようにする。
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６　指導・評価計画（全12時間）  　  は学習問題　　  は子どもの考え　　  は評価項目及び評価方法　

過程 主　な　学　習　活　動 教　師　の　指　導　・　評　価

　12−９の　けいさんは　どのように　するのだろう　　　　　　　　 ①

・　シールを９枚あげるから，ひきざんだね。
・　一の位から取れないな。どうやって，取ろうかな。
・　12を10と２に分けたり，９を７と２に分けたりすると計算するこ

とができるね。

　13−８の　けいさんのしかたを　おはなししよう。　　　　　　　　 ②

・　10の部分から８を一度に取れるね。
・　ばらから引けないときは，10のまとまりから引けばいいんだね。

　11−２の　けいさんは　どのように　するのだろう　　　　　　　　 ③

・　10個入りの箱の方から食べるか，ばらの方から食べるかで計算の
仕方が違ってくるね。

・　ばらの１をひいて，10のまとまりからのこりの１をひくから，今
日のお話はひくひく計算と言えるね。

　14−６の　けいさんのしかたを　いろいろ　おはなししよう。　　　　　　  ④

・　14を分けたり，６を分けたりして，計算してみよう。
・　他の方法で，お話できないかな。

　２つのかんがえを　くらべよう。　　　　　　　　　　   　　⑤（本時）

・　ひくたす計算でもひくひく計算でも，ブロックや言葉，図でお話
できるよ。

・　サクランボ計算で比べると，わける場所が前と後ろで違いそうだ
な。

・　他の問題でも同じように計算することができるね。

○　「思考活動」に必要な視点である「数
量は全体と部分で考える。」に着目し
ながら，計算の仕方を考えることで，
被減数や減数を分けて計算の仕方を
考えることができるようにする。

　一つの数をほかの数との和や差
としてみる見方を用いて，減法の
意味や計算の仕方を考えることが
できている。【考え方：ブロック操作，発言】

○　ブロック操作を用いて説明し合う
活動を通して，減加法の計算の仕方
についての理解を深めることができ
るようにする。

○　減々法が適用されるような生活の場
面を提示することで，減々法のよさに
も気付くことができるようにする。

　ブロック操作や図，言葉を用い
て繰り下がりのある減法（減加法・
減々法）の計算の仕方について理
解できている。【知・理：発言，ノート】

○　減加法と減々法のどちらでも，考
えることができるような課題を通し
て，減加法と減々法を用いた計算の
仕方について操作や図，言葉で表現
することができるようにする。

○　減加法，減々法の操作や言葉，図
を比べることで，それらの共通点や
相違点を見付け，説明することがで
きるようにする。

　減加法・減々法をブロック操作
や言葉，図で表し，それらを関連
付けることで共通点や相違点を見
付け，説明することができている。

【考え方：発言，ノート】

　すうじの　はなを　さかせよう。　　　　　　　　　　　　　　　 　⑥

・　真ん中の数から，まわりの数を引くんだね。
・　12−８の計算は，ひくたす計算の方が簡単にできそうだぞ。

　ちがいを　もとめる　けいさんは　どのように　するのだろう。　　 ⑦

・　「どちらが何人多い」の問題は，前にやったことがあるよ。
・　全体からつないだ部分を引くと，ちがいの部分がみえるよ。

　ひきざんの　もんだいを　つくってみよう。　　　　　　　　　　　 ⑧

　　「のこりは」「ちがいは」を使って，問題を作ってみよう。

　ひきざんかあどで　げえむをしよう。　　　　　　　　　　　　 ⑨⑩⑪

・　カードでひきざんのれんしゅうができるね。
・　答えが９のカードは，たくさんあるね。
・　カードの数字や答えの並び方が階段のようになっているね。

　いろいろな　もんだいに　ちょうせんしよう。　　　　　　　　 　　⑫

・　この問題を式に表して，答えを出してみよう。
・　わたしは，12−９の問題づくりをしてみよう。

○　様々な計算練習に取り組むことで，
繰り下がりのある減法の習熟を図る
ことができるようにする。

　繰り下がりのある減法の計算が
できている。　　　【技能：ノート】

○　求差の問題場面で，視点に着目す
ることで，全体から１対１の対応を
つけた同じ部分を引くことで，違い
の部分（差の部分）を求めることが
できることを既習の学習を生かして，
考えることができるようにする。

　ブロック操作や図を用いながら，
求差の問題場面が減法になること
を説明することができている。

【考え方：ブロック操作，発言，ノート】

○　問題づくりを通して，ブロック操
作や言葉，図，式を関連付けて考え
ることで，減法の計算の仕方の理解
を深めることができるようにする。

○　蓄積してきた発表シートや録画され
たブロック操作などを，チャレンジ問
題として提示することで，これまでの
学習を振り返ったり，考えを深めたり
することができるようにする。

　生活場面を想起し，意欲的に問
題づくりをしたり，繰り下がりの
ある減法の計算をしたりすること
ができる。

【関・意・態：発言，ノート】
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７　本　　　時（５／12）
　⑴　目　　標　　（数学的な考え方）ブロック操作や言葉，図を関連付けながら減加法と減々法の共通点や相違点を見付け，説明することができる。
　　○「思考場面」：課題解決に取り組む場面　「思考活動」：比較する　「材料」：ブロック操作，言葉，図　「視点」：数量は，全体と部分で考える。

　⑵　展　　開　　  は教師の言葉掛け　  は予想される子どもの反応　  は重点評価項目　☆はＩＣＴ活用上の留意点

過程（分） 主 な 学 習 活 動 と 予 想 さ れ る 子 ど も の 反 応 教　師　の　指　導　・　評　価

１　本時の学習課題を知る。
　　14−６の計算の仕方を言葉と図とブロック操作で確認する。

２　学習問題を確認する。

３　課題解決の見通しをもつ。

４　課題解決に取り組む。（ペアで話し合う。）

５　課題解決の過程を話し合う。（全体で練り上げる。）

６　本時の学習についてのまとめをする。

７　適用問題を解く。

☆　「図と式をつなぐフラッシュ型教材」で図や式を提示し，
操作や図，式をそれぞれを関連付けて理解することがで
きるようにする。

○　前時に考えた様々な考え方を黒板に並べて提示するこ
とで，それぞれの表現を比較することができるようにす
る。

○　ブロック操作を全員で行うことで，14−６のひくたす計
算，ひくひく計算それぞれの操作の仕方を確認すること
ができるようにする。

○　課題解決をペアで行うようにする。その際，言葉を図
やブロック操作に置き換えたり，図をブロック操作や言
葉に置き換えたりし，それぞれを関連付けながら比較す
ることで，共通点や相違点を見付けることができるよう
にする。

○　減加法，減々法それぞれの表現の方法を比較する際，
共通点や相違点を見付け，それらをどの表現でも同じよ
うに言えるかどうか確かめるとよいという解決の見通し
をもつことで，課題解決に取り組むことができるように
する。（比較する）

○　算数言葉を掲示し，いつでも使えるようにすることで，
友達に分かりやすく説明したり，表現方法を工夫したり
できるようにする。

☆　子どもの考えを提示する際，書画カメラを使ってノー
トを提示したり，半具体物を操作したりしながら話し合
うことで，分かりやすく説明するための言葉や表現を考
えることができるようにする。

○　「高め合う」場で，減加法と減々法それぞれの，ブロッ
ク操作を行ったり，言葉を確認したりすることで，減法
についての理解を深めることができるようにする。

○　12−６の計算の仕方を言葉，図，ブロック操作を用い
て解決することで，減加法，減々法の計算の仕方の理解
を深めることができるようにする。
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　ひくたす計算とひくひく計算のおなじところってないのかな。

　12−６の計算の仕方を，好きな方法でやってみよう。

　減加法・減々法をブロック操作や言葉，図で表しそれ
らを関連付けることで，共通点や相違点を見付け，説明
することができている。　　　　【考え方：発表，ノート】

　二つのかんがえを　くらべよう。

　わけるばしょは　ちがうけど，２つとも10のまとまりをつくっているところがおなじだね。

　ぼくは，14を10と４に分けてひ
くたす計算ができたよ。

　ぼくは12を10と２に分けて，ひくたす
のサクランボ計算で考えたよ。

　サクランボ計算では，どちらも10のま
とまりがあるのが同じだね。

　私は６を２と４に分けてひくひく計算
のブロックでしたよ。

　前で分けているところと，後ろで分け
ているところは違うけれど，分けている
のは同じだね。

　図と図で比べてみよう
かな。

　分ける場所が違うな。
どうしてかな。

　取ったブロックの色が
違うぞ。どうしてかな。

　私はひくひく計算のブロックでもサクランボ計算でもお
話しすることができるよ。

ひくたす計算　  ひくひく計算 ひくたす計算　  ひくひく計算 ひくたす計算　  ひくひく計算

①　 ４ − ６ は
できない。

②　14を10と
４にわける。

③　10から６
ひいて４。

④　 ４ と ４ を
たして８。

①　 ４ − ６ は
できない。

②　 ６ を ４ と
２にわける。

③　14か ら ４
ひいて10。

④　10か ら ２
ひいて８。
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第１学年算数科「ひきざん⑵」における評価資料（５／12）

重　点　評　価　項　目

　ブロック操作や言葉，図を関連付けながら減加法と減々法の共通点や相違点を見付け，説明してい

る。

評　価　の　観　点

ア　減加法と減々法における，10のまとまりからひくという共通点や数を分ける場所という相違点を

ブロック操作や言葉，図を関連付けながら考えることができている。

イ　減加法と減々法をブロック操作や言葉，図を用いて説明することができている。

評価方法 発言，ノートの記述を基に評価する。

十分満足できる（Ａ） おおむね満足できる（Ｂ）

　アについて，共通点や相違点をブロック操作や図，

言葉のどの方法を用いても考えることができる。ま

た，イについては図にかき込んだり，指し示したり

して，分かりやすく説明することができる。

　ア・イを満たす考えや説明ができる。

表　現（記　述）例

　ぼくは，サクランボ計算で比べました。ひくた

す計算は始めに14を10と４に分けて，10のまとま

りから６ひいています。ひくひく計算は，後ろの

６を４と２に分けて，まず４をひいて10のまとま

りをつくります。その後に10のまとまりからのこ

りの２をひいている所が違います。でも，10のま

とまりをつくって考える所は同じです。10のまと

まりをつくると簡単に計算できるから，10のまと

まりをどちらもつくっているのだと思います。

　ぼくは，サクランボ計算で比べました。ひくた

す計算は，前の14を10のまとまりと４に分けてい

て，ひくひく計算は，後ろの６を４と２に分けて

いるところが違います。でも，どちらとも10のま

とまりがある所が同じだと思います。

　わたしは，ブロックで比べました。取ったとこ

ろが，ひくたす計算のブロックは10のまとまりか

ら取ったから全部黄色で，ひくひく計算は，最初

に４から取って，そして10のまとまりから２を

取ったから，黄色と白のブロックになっていると

ころが違います。

評価を生かした指導

〈Ｂの学習状況の子どもに対して〉

○　友達に分かりやすく説明したり，表現方法を

工夫したりできるように「10のまとまり」「わ

ける」などの算数言葉に気付くことができるよ

うにする。

○　10のまとまりが意識できるように「どうして

６を４と２に分けたの。」などの言葉掛けを行

う。

〈Ｃの学習状況の子どもに対して〉

○　黒板に掲示してある言葉，図，ブロック操作

を参考に，減加法と減々法の共通点や相違点に

気付くことができるようにする。

○　「サクランボ計算を見て，同じ所はないかな。」

など，10のまとまりに着目することができるよ

うな言葉掛けを行う。

　【算数言葉…「ひくたす計算」「ひくひく計算」

　　　　　　　「10のまとまり」「わける」】

図 ブロック操作

ひくたす計算 ひくたす計算ひくひく計算 ひくひく計算




